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ア
ニ
メ
と
「
風
景
」
。
か
つ
て
新
海
誠
（
一
九
七
三
年
―
）
は
『
ダ
・
ヴ

ィ
ン
チ
』
二
〇
一
六
年
九
月
号
に
お
い
て
、
「
新
海
誠
を
作
っ
た

冊
」

14

の
一
冊
と
し
て
、「
風
景
の
発
見
」
を
論
じ
た
柄
谷
行
人
（
一
九
四
一
年
―
）

の
『
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』（
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
八
月
号
）
を
挙
げ
て

い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
ア
ニ
メ
が
「
風
景
」
を
描
く
メ
デ
ィ
ア

（m
edia

）
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ア
ニ
メ
に
お
け
る
「
風
景
の

発
見
」
。
こ
の
主
題
を
、
宮
崎
駿
（
一
九
四
一
年
―
）
、
高
畑
勲
（
一
九
三
五
―

二
〇
一
八
年
）
ら
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
ア
ニ
メ
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
た
の
が
、

こ
の
書
評
で
扱
う
三
浦
雅
士
氏
（
一
九
四
六
年
―
）
の
『
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

の
想
像
力

―
地
平
線
と
は
何
か
』（
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
九
月
）
で
あ
る
。

か
つ
て
三
浦
氏
は
『
考
え
る
身
体
』（

出
版
、
一
九
九
九
年
一
二
月
）

N
T
T

に
お
い
て
、「
他
者
に
住
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
獲
得
す
る
と
い

う
反
転
の
劇
」
と
し
て
の
「
私
と
い
う
現
象
」
を
、
舞
踊
や
ス
ポ
ー
ツ
、

テ
レ
ビ
と
い
っ
た
分
野
を
横
断
し
て
論
じ
て
い
た
（
三
浦
雅
士
「
芸
術
の
身

体
―
身
体
論
の
ひ
ろ
が
り
の
た
め
に
」（
『
考
え
る
身
体
』
河
出
文
庫
、
二
〇
二
一
年
六
月
）

三
〇
頁
）
。
こ
の
「
私
と
い
う
現
象
」
に
お
い
て
、
「
自
己
」
の
可
能
性
の

◎
書
評

三
浦
雅
士
著
『
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の

想
像
力

―
地
平
線
と
は
何
か
』

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

条
件
と
し
て
の
「
他
者
」
を
忘
却
す
る
こ
と
を
「
孤
独
」
と
し
て
提
示
し

た
の
が
、
三
浦
氏
の
『
孤
独
の
発
明

―
ま
た
は
言
語
の
政
治
学
』（
講
談

社
、
二
〇
一
八
年
六
月
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
孤
独
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
の

が
、
「
自
己
」（
身
体
）
を
見
る
「
自
己
」（
精
神
）
、
す
な
わ
ち
「
俯
瞰
す
る

眼
」（
第
三
の
視
点
）
な
の
で
あ
り
、「
俯
瞰
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
地
を

文
字
と
し
て
読
み
解
く
こ
と
だ
」（
三
浦
雅
士
「
光
の
ス
イ
ッ
チ
」
（
『
孤
独
の
発

明

―
ま
た
は
言
語
の
政
治
学
』（
講
談
社
、
二
〇
一
八
年
六
月
）
二
〇
五
頁
）
。
以
上

の
よ
う
に
、「
孤
独
」
＝
「
方
法
的
懐
疑
」（doute

m
éthodique

）
が
忘
却
し

た
「
他
者
」
の
存
在
を
問
う
と
同
時
に
、
そ
の
「
俯
瞰
す
る
眼
」
と
言
語
、

政
治
、
社
会
の
関
係
を
問
う
こ
と
。
そ
れ
が
『
考
え
る
身
体
』
か
ら
『
孤

独
の
発
明
』に
至
る
批
評
の
中
心
的
な
主
題
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

『
考
え
る
身
体
』
が
文
庫
化
さ
れ
る
際
に
加
筆
さ
れ
た
「
文
庫
版
あ
と

が
き
に
代
え
て

人
間
、
こ
の
地
平
線
的
存
在
」（『
考
え
る
身
体
』
河
出
文
庫
、

二
〇
二
一
年
六
月
）
に
お
い
て
は
、
モ
ー
リ
ス
・
ベ
ジ
ャ
ー
ル
（M

aurice
Béjart,

1927-2007

）

の
バ
レ
エ
、
寺
山
修
司
（
一
九
三
五
―
一
九
八
三
年
）
の
演
劇
、

ピ
ナ
・
バ
ウ
シ
ュ
（Pina

Bausch,
1940-2009

）

の
舞
踊
に
お
け
る
共
通
点
と

し
て
、
「
俯
瞰
す
る
眼
」
が
発
明
し
た
「
地
平
線
」
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ

が
宮
崎
駿
『
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
』（
一
九
八
六
年
八
月
）
に
お
け
る
「
地
平

線
」
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
『
考
え
る
身
体
』
か
ら
『
孤

独
の
発
明
』
、『
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
想
像
力

―
地
平
線
と
は
何
か
』
へ

と
進
ん
で
ゆ
く
過
程
が
、
そ
の
ま
ま
、
人
間
が
な
ぜ
地
平
線
を
発
明
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
発
見
す
る
過
程
に
な
っ
て
い
る
」
の
だ
（
三
一
〇

頁
）
。
従
っ
て
、『
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
想
像
力
』
は
単
な
る
ア
ニ
メ
研
究

書
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
三
浦
氏
の
「
地
平
線
」
論
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
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次
に
、
『
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
想
像
力
』
の
各
章
の
内
容
を
簡
単
に
確

認
し
て
い
く
。
本
書
の
帯
に
「
西
洋
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
と
日
本
ア
ニ
メ
は

視
覚
芸
術
に
お
け
る
空
前
の
事
件
で
あ
る
！
」
と
あ
る
よ
う
に
、
第
一
章

「
絵
よ
り
先
に
ア
ニ
メ
が
あ
っ
た
」
で
は
ル
ネ
サ
ン
ス
（Renaissance

）
を

論
じ
た

・

・
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
（ErnstH

ans
Josef

G
om

brich,1909-2001

）

E

H

の
『
芸
術
と
幻
影
』（Art

and
Illusion.

A
Study

in
the

Psychology
of

Pictorial

Representation,
1960

）

を
ア
ニ
メ
論
と
し
て
読
む
試
み
が
為
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
絵
画
で
は
「
時
間
」
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、

「
い
ま
こ
こ
に
こ
の
よ
う
に
し
て
あ
る
私
」（
私
と
い
う
現
象
）
の
一
瞬
が

切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ア
ニ
メ
の
一
コ
マ
の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
、
プ
ラ
ト
ン
（Plato,

BC427?-BC347?

）

の
イ
デ
ア
論
に
抵
抗
す

る
「
ミ
メ
ー
シ
ス
」（m

im
esis

）
な
の
だ
と
い
う
。

第
二
章
「
な
ぜ
宮
崎
ア
ニ
メ
で
は
空
を
飛
ぶ
の
か
」
で
行
わ
れ
て
い
る

の
は
、
高
畑
勲
監
督
『
赤
毛
の
ア
ン
』（
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
一
九
七
九
年

一
―
一
二
月
）
に
お
け
る
空
飛
ぶ
馬
車
の

を
、
ガ
ス
ト
ン
・
バ
シ
ュ
ラ

O
P

ー
ル
（G

aston
Bachelard,

1884-1962

）

の
想
像
力
論
の
映
像
化
と
し
て
視
る

試
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
（Sigm

und
Freud,

1856-1939

）
ら
の
精
神
分
析
で
は
、「
飛
行
の
夢
」
は
性
欲
に
還
元
さ
れ
て

き
た
の
だ
が
、
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
は
そ
う
せ
ず
、
想
像
力
の
自
由
な
動
性
の

表
れ
と
し
て
捉
え
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
が
ア
ニ
メ
論
と
し
て
再
考
さ
れ
、

「
俯
瞰
し
た
い
と
い
う
人
間
の
欲
望
」（
七
〇
頁
）
、
す
な
わ
ち
自
由
な
飛

翔
、
遠
近
法
へ
の
欲
望
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
章
「
飛
翔
す
る
力
が
ジ
ブ
リ
を
創
っ
た
」
で
は
、
高
畑
勲
の
ア
ニ

メ
が
、
大
江
健
三
郎
（
一
九
三
五
年
―
）
ら
同
時
代
の
文
学
者
や
左
翼
思
想

（
環
境
保
護
、
反
戦
）
の
文
脈
で
捉
え
ら
れ
、
高
畑
の
低
い
カ
メ
ラ
・
ア
ン

グ
ル
か
ら
、
高
畑
が
ア
ニ
メ
で
小
津
安
二
郎
（
一
九
〇
三
―
一
九
六
三
年
）
と

同
じ
こ
と
を
試
み
て
い
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
更
に
、
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ

に
影
響
を
与
え
た
心
理
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

・
ギ
ブ
ソ
ン
（Jam

es

J

Jerom
e

G
ibson,1904-1979

）

が
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
飛
行
士
の
視
覚
の
研

究
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
、
動
的
な
「
視
覚
ワ
ー
ル
ド
」
の
「
地

平
線
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
新
カ
ン
ト
派
的
な
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
「
遠

近
法
」
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章
「
地
平
線
と
い
う
主
人
公

―
ギ
ブ
ソ
ン
と
宮
崎
駿
」
で
は
ま

ず
、
『
も
の
の
け
姫
』（
一
九
九
七
年
七
月
）
の
登
場
人
物
が
、
も
の
の
け
姫

サ
ン
＝
ア
ナ
キ
ズ
ム
（anarchism

）

／
エ
ボ
シ
御
前
＝
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム

（com
m

unism

）

／
ジ
コ
坊
＝
資
本
主
義
（capitalism

）
を
表
し
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
三
浦
氏
は
逆
に
、
経
済
学
者
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ

ン
ペ
ー
タ
ー
（Joseph

A
lois

Schum
peter,

1883-1950

）

の
技
術
革
新
論
か
ら

資
本
主
義
を
評
価
す
る
こ
と
で
、
『
も
の
の
け
姫
』
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的

解
釈
を
退
け
て
い
る
。

第
五
章
「
恋
愛
の
地
平
線

―
「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」」
で
は
、『
天

空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
』
や
主
題
歌
「
君
を
の
せ
て
」
に
お
け
る
「
地
平
線
」

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
視
覚
の
限
界
と
し
て
の
「
地
平
線
」
が
人
間
の
発

明
だ
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
地
平
線
」
を
馬

や
飛
行
機
で
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
人
間
の
在
り
方
が
「
世
界
食
み
出
し

は

存
在
」
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
の
「
俯
瞰
す
る
眼
」
に
よ
っ
て
「
世
界
」
を

見
る
こ
と
で
、
社
会
や
歴
史
の
次
元
が
生
じ
る
と
い
う
。

第
六
章
「
地
平
線
と
火
の
接
吻
の
物
語

―
「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
」
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で
は
ま
ず
、
見
る
こ
と
は
で
き
る
が
触
る
こ
と
は
で
き
な
い
「
地
平
線
」

と
、「
無
」
と
し
て
の
「
い
ま
こ
こ
に
こ
の
よ
う
に
し
て
あ
る
私
」
の
類

似
性
が
示
さ
れ
る
。
更
に
、
そ
の
「
私
と
い
う
現
象
」
の
可
能
性
の
条
件

た
る
「
他
者
」（
母
）
も
ま
た
、
「
地
平
線
」
と
同
じ
く
人
間
が
発
明
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。

第
七
章
「
内
面
空
間
と
し
て
の
地
平
線

―
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
」

で
は
、
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』（
二
〇
〇
一
年
七
月
）
に
お
け
る
、
此
岸
／

彼
岸
の
「
地
平
線
」
を
結
ぶ
「
海
原
電
鉄
」
が
、
美
術
史
に
お
い
て
描
か

れ
た
「
死
の
地
平
線
」
と
比
較
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
「
線

遠
近
法
」
を
通
し
て
発
見
さ
れ
た
「
内
面
」
が
、

・
ヘ
ー
ゲ
ル
（G

eorg

F

W
ilhelm

Friedrich
H

egel,
1770-1831

）

の
「
主
人
と
奴
隷
の
弁
証
法
」
に
お

け
る
「
主
人
」（
王
）
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
マ
ル
ク
ス

主
義
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。

第
八
章
「
地
平
線
の
比
較
文
学

―
フ
ォ
ー
ド
・
黒
澤
・
宮
崎
駿
」
で

は
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
（John

Ford,1894-1973

）
の
西
部
劇
、
黒
澤
明
（
一

九
一
〇
―
一
九
九
八
年
）
の
時
代
劇
な
ど
に
お
け
る
「
地
平
線
」
が
メ
デ
ィ

ア
横
断
的
に
比
較
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
『
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
想
像
力
』
で
は
、
「
風
景
の
発

見
」
な
ら
ぬ
「
地
平
線
の
発
見
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
的
技
術
革
新
論
的
に
接
続
す
る
こ
と
で
資
本
主
義
が

肯
定
的
に
語
ら
れ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
が
批
判
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ

い
。
こ
の
よ
う
な
マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
の
兆
候
は
、
三
浦
氏
の
『
青
春
の

終
焉
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）
に
既
に
見
ら
れ
る
。『
青
春
の
終
焉
』

に
「
青
春
と
い
う
倫
理
を
も
た
ら
し
歴
史
哲
学
的
な
認
識
、
す
な
わ
ち
身

も
蓋
も
な
い
言
い
方
を
す
れ
ば
進
歩
の
思
想
も
ま
た
、
雲
散
霧
消
し
た
の

で
あ
る
」（
四
八
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
「
青
春
」
＝
マ
ル
ク

ス
主
義
的
「
革
命
」
の
終
焉
が
示
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
。

こ
の
点
で
、
三
浦
氏
と
柄
谷
行
人
は
好
対
照
を
成
す
。『
青
春
の
終
焉
』

と
同
じ
二
〇
〇
一
年
に
出
版
さ
れ
た
、
柄
谷
の
『
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
テ
ィ
ー

ク

―
カ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
』（
批
評
空
間
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）
に
お
い
て

は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
け
る
「
理
念
」
へ
の
嘲
笑
が
既
存
の
資
本
主
義

を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
＝
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ニ
ズ

ム
（associationism

）
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

最
後
に
個
人
的
な
疑
問
を
述
べ
た
い
。『
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
想
像
力
』

で
は
、
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』（
一
九
八
四
年
三
月
）
に
お
い
て
ナ
ウ
シ
カ

が
王
蟲
に
向
か
っ
て
言
う
「
許
し
て
」
と
い
う
台
詞
が
「
自
分
の
正
し
さ

を
疑
わ
な
い
闘
争
的
反
体
制
運
動
に
は
ま
っ
た
く
そ
ぐ
わ
な
い
響
き
が
あ

る
」（
一
四
九
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
は
「
自
分
の
正
し
さ
」

を
疑
う
の
で
は
な
い
か
。
三
浦
氏
は
も
の
の
け
姫
サ
ン
が
ア
ナ
キ
ズ
ム
を

象
徴
す
る
と
見
な
し
て
い
る
が
（
一
二
〇
頁
）
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
い
う
視
座

か
ら
宮
崎
駿
の
ア
ニ
メ
を
ど
の
よ
う
に
視
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
以
後
に
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
（subculture

）

を

ど
の
よ
う
に
論
じ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

（
二
〇
二
一
年
九
月

講
談
社

三
八
六
頁

二
五
〇
〇
円
＋
税
）

（
九
州
共
立
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師
）


